
3 月 2 日（水）、春の訪れを思わせる暖かい陽気に恵まれて、第 74 回

卒業証書授与式が執り行われました。新型コロナウィルスの感染対策と

して制限のある中での挙行でしたが、無事に 234 名の卒業生を送り出す

ことができました。 

在校生代表の池野琴葉さん（２D）は、先輩方がコロナ禍による制約

の中で前例のない高松祭を実現させたことに触れ、「逆境においても持

ち前の知力と勇気を武器に常に新しいことに挑戦」し続けてきたことに

賞賛の辞を述べました。卒業生代表の窪田珠梨さん（３D）は、一年次

の学年末からの新型コロナウィルスの発生による休校、行事や生徒会活

動の中止の中で、できる精一杯の活動を行い、二年次後半からは、生徒

会行事やクラスマッチの再開や三年次でのリモートを活用した高松祭

など充実した高校生活を送ることができたことに対して、お世話になっ

た先生方や保護者の皆様に感謝の言葉を述べ、「ここで生まれ過ごした

日々、皆様からのお言葉、全てを心の支えとして 私たちはこれからの

人生を歩んでいきます。」と結び、力強い巣立ちを感じました。 

 

 

 

  

２月１日（火）に校内で理数科の課題研究発表会が行なわれま

した。本年度も自分たちが選んだテーマに熱心に粘り強く、研究

に向かった成果が伺える研究発表でした。同じ課題を仲間と協力

して探求し合うことの楽しさ、先行研究からの学び、研究する中

での新たな疑問、まとめとしての課題研究発表、こうした取り組

みはこれからの勉学や大学等での研究に繋がっていくことと思い

ます。今後も、理数科の課題研究に期待します。 

 

 

 今年度の学校自己評価のまとめと 12 月から３月までの学校の様子をお知らせします。この学校だよりに掲載

されている学校評価表をご覧いただき、本校の教育について忌憚のないご意見をお寄せください。 

 学校情報は、ホームページにも随時掲載いたしますのでご利用ください。http://www.nagano-c.ed.jp/iida-hs/ 
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第５５号 

令和４年(２０２２年) 

３月２３日 

長野県飯田高等学校 

学校評価委員会・教務係 

校長先生、同窓会長、ＰＴＡ会長 

から激励の祝辞があり、卒業記念品

として、大体育館用スクリーン一基

を寄贈していただきました。 

 

http://www.nagano-c.ed.jp/iida-hs/


1 月 15 日（土）・16 日（日）に、飯田高校を会場として大学入試共通テストが実施されました。共通テスト２年

目となり、昨年度よりも苦戦を強いられた問題もあったようですが、慣れ親しんだ場所で、実力を出し切れたもの

と思います。大学合格の吉報も数多く届いています。飯田高生の誇りを持って、羽ばたいていってほしいものです。 

第２回 大学入学共通テスト 

 

 

 

 

班活動 大会結果  

（紙面の都合上抜粋して掲載、前回掲載分は除いています） 

ラグビー … 第 101 回全国高等学校ラグビーフットボール大会（12/27～1/3） 

12/28（火） 1 回戦 （東大阪市花園ラグビー場） 

飯田高校 31― 8 富山第一高校（富山県代表）＊2 回戦へ進出 

12/30（木） 2 回戦 （東大阪市花園ラグビー場） 

飯田高校 0 ― 38 目黒学院高校（東京都代表） 

空手 … 第 35 回北信越高等学校空手道新人大会（11/19～11/21） 

    女子形・団体 個人 原田栞里（2B） 

陸上競技 … 新人県大会 

： 1500m 8 位 横田喜大（2B） 3000m 6 位 筒井心葉（2A） 

               走幅跳 6 位 今村実怜（2D） やり投げ 7 位 今村一葉（2A） 

水泳… 新人県大会 

             : 背泳ぎ 50m 4 位、100m 7 位 小木曽莉功（2A） 

               個人メドレー200m 6 位 木下博（2C） 

バタフライ 50m 2 位、100m 8 位 征矢帆乃佳（2D） 

吹奏楽 … 全日本吹奏楽連盟主催東海アンサンブルコンテスト 

：クラリネット八重奏：銀賞 

中部日本吹奏楽連盟主催管楽器個人・重奏コンテスト本大会 

：個人の部出場予定（3 月）   西沢 香穂（２）クラリネット独奏 

：重奏の部出場予定（３月） 打楽器二重奏 

 

齋藤則章校長先生、退任の言葉 

 

本年度をもって、齋藤則章校長先生がご退職されます。齋藤先生は飯田高校の OB であり、令和２年から２

年間、本校のためにたいへんご尽力いただきました。本当にありがとうございました。飯田高校生への最後のメ

ッセージです。 

 

私が在任したこの２年間は、新型コロナウイルス感染症が蔓延した時期とぴったり一致しています。この間教

育活動が様々な制約を受け、生徒の皆さんも悔しい思いをすることが多かっただろうと振り返るとき、申し訳な

い気持ちが沸き上がります。しかしながら、多くの方々の協力を得ながら母校において学校運営を進めてこられ

たことに対しては、大変ありがたく、感謝の気持ちでいっぱいです。本校はこれからも飯田下伊那地域における

学びの拠点としてあり続けることを願っています。保護者の皆様をはじめ、本校にかかわるすべての方々に引き

続きの本校へのご支援、ご協力をお願いし、退任の挨拶とさせていただきます。 


